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１．はじめに 

 
2015年6月、公職選挙法等の一部を改正する法律が成

立し、選挙権年齢が「満20歳以上」から「満18歳以上」

に引き下げられた。選挙権年齢の変更は1945年に「25
歳以上の男子」から「20歳以上の男女」以来、70年ぶ

りのことである。施行後初めて公示された国政選挙が

2016年7月10日の第24回参議院議員通常選挙（以後「第

24回参院選」）であった。 
近年、政治的無関心の高まりや、各種選挙における

若年者層の投票率の低下が課題になっている。「18歳
選挙権」をきっかけに若年者層の政治への関心が高ま

るよう、学校教育機関は学生の主権者教育に力を入れ

ることが求められている。 
本稿では、初めて18歳選挙権を得ることとなった鶴

岡高専（以後「本校」）3年生の主権者意識を高め、か

つ初めての選挙権行使を促すために実施した政治参加

講座ならびにその後の第24回参院選の本校3年生の投

票率についての報告を行う。 
 

２．鶴岡高専の主権者教育の取組み 

 
（１）授業「政治・経済」における取組み 
本校3年生必修「政治・経済」の授業では、「選挙の

しくみや政治参加の意義を理解する」ことを目的とし、

教科書を用いて選挙制度や選挙の課題などを学習して

いる。 
また、政治参加の意義については、「若年者の政治

無関心は高齢者向けの政策優先につながり、自分たち

が求める支援・法制度の実施が後回しになるため、若

年者の生活に不利」であることを、新聞記事などを題

材にして重ねて説明している。 
加えて、立候補者に関する情報収集の１つとして、

実際に選挙管理員会より発行された「選挙公報」を教

材に取り入れ、授業時間中に輪読し、自分の意見を述

べる、ほかの学生の意見を聞くなどを行った。これに

より学生は、政党名、立候補者名、立候補者の政策、

政策から見える日本社会の課題などを把握することが

できた。 
 
（２）政治参加講座・模擬選挙の実施 

本校では主権者教育の一環として2016年6月に

「政治参加講座」を企画し、模擬選挙を実施した。

目的は、学生の政治への関心を高め、本校3年学生

の18歳選挙権の行使を促すことにあった。投票に関

する「分からないことへの不安」を払しょくさせる

ことが狙いであり、選挙に関する情報収集、投票し

たい立候補者の選択、投票など、投票にあたっての

一連の流れを体験させた。 
模擬選挙は実際の選挙の流れと同様、選挙（模擬

選挙）の公示、選挙運動、投票、開票、開票結果発

表の順に行った。公示は「政治・経済」の授業中に

行い、選挙運動として教室に立候補者ポスター掲示、

選挙公報の掲示を行った。 
模擬選挙の実施は山形県鶴岡市選挙管理員会の

協力を得て、講演資料、実際の選挙で使用する投票

用紙の提供、記載台、投票箱の貸出を受けた。 
当日は、選挙に関する講演ならびに立候補者に扮

した3名の教員が立候補演説をしたのち、学生は受

付で投票用紙配布を受け、記帳台にて記入し投票箱

へ投票を行った。開票は教員が行い、開票結果は「政

治・経済」の授業時間に発表し、講評を行った。 
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３．政治参加講座・模擬選挙の結果 

 
模擬投票に参加した本校3年生の人数は155名で、

投票結果のうち、立候補者名が正しく記入していな

い票が4票、無記入が１票あった。 
模擬選挙の実施後、アンケート調査を行った。模

擬選挙の感想は約7割が「よかった」と回答してい

る（図1）。「初めて選挙に行くので不安だったか

らとても良い経験になった」、「本番に向けて予習

でき、行きやすくなった」、「本物を使って行うこ

とができて、実際の投票をイメージできたから」、

「18歳になり唐突に選挙権を得て、何をどうしたら

いいか全然わからないところでこの講座は有難い」、

「投票することで自分の意見を反映できているの

が実感できたから」などの感想が挙げられた。 
一方で「次々に人が来すぎて丸見えだった」、「も

う少し、記入するときの雰囲気を味わいたかった」

という意見も挙げられ、投票の流れの確認だけでな

く、投票所の雰囲気作りも工夫が必要であることが

分かった。 

１ よかった, 103, 
68%

２ ふつう, 43, 
28%

３ よくなかった, 
3, 2%

未回答, 3, 2%

図1 模擬選挙の感想

 
資料出所：筆者作成 

 

１ 政策が自分の希望に

沿うものであったから, 
117, 77%

２ 最も当選しそうな人に

投票したかったから, 10, 
6%

３ 最も落選しそうな人

に投票したかったから, 
1, 1%

４ 周囲の人が投票すると

言っていたから, 1, 1%

５ 外見が好みだったから, 9, 6% ６ 誰でもよかったから, 11, 7%

未回答, 3, 2%

図2 模擬投票であなたが投票した理由

資料出所：筆者作成 
 
投票理由については、「政策が自分の希望に沿う

ものであったから」が約8割を占め、掲示した選挙

公報や候補者演説を参考にしたことが伺える（図2）。 
政治参加講座を受講して、約7割が実際の選挙で

「投票したい」と回答している。一方で「（行くか

どうか）わからない」と回答している学生も2割お

り（図3）、そのような学生の政治意識を高める取

り組みが必要である。 
 

１ 投票したい, 
113, 74%

２ 投票したくない, 
4, 3%

３ わからない, 
31, 20%

未回答, 4, 3%

図3 7月10日の参議院選挙に投票したいか。

資料出所：筆者作成 
 
自由意見として「もう少し事前から授業や特活な

どで政策などを話してもらえれば、もっと自分なり

に考えて投票できたと思う」とあり、政治参加に対

して学生の関心を高めるために、模擬選挙と言えど

も実際の選挙と同様の日程で公示や選挙運動を行

ったほうがよいと思われる。また、「政策を掲示さ

れたときに質疑応答が数点だけでも可能できるよ

うにしてほしかった」という意見もあり、立候補者

（役）と学生が意見交換できる時間を設けることも

検討したい。 
 

４．第24回参院選における学生の政治参加 

 
2016年7月10日の第24回参院選に投票に行ったか

どうかの事後アンケートを同年8月9日に実施した。

回答者157人中、選挙権年齢に達していた学生は56
名（35％）、選挙権年齢に達していなかった学生は

101名（65％）であった（図4）。 
 

行った, 49

関心がないから, 2

面倒だから, 3
投票日を忘れていたから, 2

選挙権年齢に達していなかったから, 101

図4 2016年7月の参議院議員通常選挙で、投票に行きましたか？

行かなかった,108

 

資料出所：筆者作成 
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選挙権年齢に達していた学生56名のうち投票へ

「行った」と回答した学生は49名（87.5％）で、「行

かなかった」と回答した学生は7名（12.5％）であっ

た。アンケートから本校3年生（回答者157名）のう

ち、選挙権年齢に達していた学生の投票率は87.5％
であった。 

 

５．まとめ 

 
第24回参院選における全年齢層の投票率は、全国

54.7％（総務省選挙部2016）、山形県62.22％（山形

県選挙管理委員会事務局2016）、鶴岡市61.23％（同）、

であった。18歳の投票率は、全国51.28%（同）、鶴

岡市47.32%（同）であるなか、本校3年生のうち18
歳に達していた学生の投票率87.5％は際立って高い

結果であった。 
サンプル数は少ないながらも、政治参加講座の模

擬選挙をとおして実際の投票の流れを理解し不安

なく投票に行けたこと、投票への関心を高めること

ができたことが伺える結果となった。今後も初めて

選挙権を持つことになる18歳の学生に、早い段階か

ら政治参加講座を行うことは大変意義があると思

われる。 
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